
◆◆編集後記◆◆ 先週末行われた一関地ビールフェスティバルに参加してきました。土日は天気にも恵まれ絶好の
ビール日和となりました。このイベントが終わると夏を締めくくった気分になります。（りょ）

岩手河川国道事務所と「あいぽーと」では、洪水対策として昭和４７年から進められている一関遊水地事業の進捗状
況と、今後予想される異常気象がもたらす災害に対応した治水について学習していただき、治水対策事業への理解を
深めていただくことを目的として、８月２４日（日）に一関遊水地見学会を開催しました。
当日は残暑厳しい中でしたが、２２名の方々に参加いただき、一関遊水地事業について学習していただきました。

まずは遊水地展望台から。加藤一関出張所長から一関遊
水地事業や北上川の歴史について説明がありました。

現在工事中が進められている第一遊水地の大林水門について見学し
ていただいたあと、遠隔バックホウや草刈機械の操作体験を参加者の
皆様にしていただきました。

工事中の大林水門
を見学→

←小原建設監督官から
工事についての説明

あいぽーとでは排水ポンプ車の稼働実演や、あいぽーと内にある集中管理センター
などの施設見学を実施しました。

集中管理センターを
見学↓

↑北上川流域の航空写
真。自分の家は見つ
かったかな？

参加いただいた皆様、ありがとうござ
いました！！

参加された皆様からは遊水地事業や治水事業に関する質問が数多く出され、皆様の治水事業対策に対する期待や
関心の高さを感じさせていただくことができました。暑い中でしたが参加いただきありがとうございました。


